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投
稿
案
内

一
、
投
稿
論
文
は
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
―
二
十
枚

（
一
万
二
千
字
）
程
度
。
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
の

場
合
は
フ
ロ
ッ
ピ
ー
を
添
え
て
御
投
稿
く
だ

さ
い
（
原
稿
と
フ
ロ
ッ
ピ
ー
は
原
則
と
し
て

お
返
し
い
た
し
ま
せ
ん
）
。

一
、
原
稿
が
切
は
毎
年
二
度
、
二
月
末
日
お
よ
び

八
月
末
日
。

一
、
原
稿
送
り
先
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学
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事
務
室
内

『
日
本
語
と
日
本
文
学
』
編
集
委
員
会

本
誌
で
は
会
員
の
皆
様
の
御
投
稿
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

学
会
機
関
誌
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
学
外
の

O

B
、
学
内
の
教
官
お
よ
び
学
生
の
三
者
が
一
体
と

な
っ
て
、
当
該
学
問
に
貢
献
し
う
る
学
問
的
成
果

を
公
表
し
て
ゆ
く
媒
体
と
し
て
存
在
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。
従
い
ま
し
て
、
本
誌
の
一
層
の
充
実

投
稿
規
定

は
、
こ
の
三
者
の
構
成
員
の
熱
意
に
負
う
と
こ
ろ

が
多
大
で
あ
り
ま
す
。
本
誌
の
価
値
を
高
め
発
展

さ
せ
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
構
成
員
か
ら
質

の
高
い
論
文
の
投
稿
を
仰
が
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

構
成
員
、
と
り
わ
け
学
外
の

O
B
の
皆
様
の
積
極

的
な
御
協
力
を
願
う
次
第
で
す
。

投
稿
は
「
投
稿
規
定
」
に
よ
り
、
ま
た
投
稿
原

稿
は
編
集
委
員
会
の
審
査
を
経
た
上
で
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
抜
刷
の
作
製
料
に
つ

い
て
は
投
稿
者
の
御
負
担
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
御
了
承
く
だ
さ
い
。

『
日
本
語
と
日
本
文
学
』
第
二
十
四
号
を
お
届

け
い
た
し
ま
す
。
筑
波
大
学
国
語
国
文
学
会
会
長

が
桑
原
博
史
先
生
か
ら
北
原
保
雄
先
生
に
替
わ
ら

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
本
誌
の
代
表
者
も
北
原
保
雄

先
生
と
な
り
ま
す
。
前
会
長
の
桑
原
博
史
先
生
は

今
年
三
月
で
御
定
年
を
迎
え
ら
れ
御
退
官
な
さ
い

ま
す
。
本
学
会
の
前
身
が
東
京
教
育
大
学
国
語
国

文
学
会
で
あ
っ
た
こ
と
は
多
く
の
会
員
の
方
が
御

存
じ
で
し
ょ
う
が
、
桑
原
先
生
を
最
後
に
、
東
京

編
集
後
記

教
育
大
学
国
語
国
文
学
科
の
教
官
で
も
あ
ら
れ
た

先
生
が
筑
波
に
い
な
く
な
り
ま
す
。
教
育
大
末
期
・

筑
波
大
草
創
期
に
在
学
し
た
身
と
し
て
感
慨
を
禁

じ
得
ま
せ
ん
。

学
会
誌
と
し
て
は
一
方
で
伝
統
を
守
り
つ
つ
、

進
み
行
く
学
問
の
最
先
端
の
成
果
を
取
り
上
げ
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
横
書
き

投
稿
論
文
の
数
の
優
勢
さ
に
、
縦
書
き
（
右
見
開

き
）
基
本
の
本
誌
の
体
裁
も
こ
の
ま
ま
で
い
い
の

か
ど
う
か
、
時
に
悩
ん
だ
り
も
し
て
い
ま
す
。

現
編
集
委
員
会
の
仕
事
も
本
号
が
最
後
と
な
り

ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
坪
井
美
樹
）
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